
地盤について
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●事業者発表が言っている以下の陥没地域の「地盤の特殊性」は本当でしょうか？

表層 他の区間と比較して薄い地盤

掘削断面上部 単一の砂層で流動化しやすい層が地表面近くまで連続の地盤

掘削断面 細粒分が少なく、粒ぞろいで自立性が乏しく、礫が卓越して介
在することから、塑性流動性の確保に留意すべき地盤

●陥没・空洞が起こった東久留米層は、元々はどのような地層なのでしょうか？
地下水の流れているところ（帯水層）とないところがあるのでしょうか？
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●私たちの地盤はどれだけ緩められているのでしょうか？
●陥没・空洞地域の地盤は現在どのような危険性があるのでしょうか？
地震時の危険は？
この地域は地盤振動のリスクの高い地域（調布市防災資料）ということ
ですが、危険性に関連しますか？

3



●緩められた地盤は本当に南行トンネルの直上（幅１６ｍ）だけなのでしょうか？
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●水準測量の結果では南行トンネルの直上の幅よりも広く地盤沈下が起こっています
が、地盤の沈下と緩みはどのような関係にあるのでしょうか？
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●陥没を起こしたトンネルから２０～３０ｍ程離れた若葉町でも家屋被害があります。
日経新聞の衛生データ解析ではシールドマシンの通過前から２～３ｃｍの沈下が記録
されましたが、事業者の水準測量は２ｍｍ程です。衛生データ結果の方が、被害の実
態を表していると見えますが、この違いはどのように考えたらいいのでしょうか？
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●緩みの範囲をトンネルルート上のみであると決定したのは、西側は1本、１５ｍ程
離れたボーリングで、東側は2本、トンネルから数メートル離れた調査結果によっ
てのみですが、これは妥当でしょうか？

西側1本

東側2本
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●ボーリング調査１km空白区間というのは、明らかな事前調査不足ではありませんか？
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●事故後に行ったボーリング調査もトンネルの掘削断
面のデータがわかる深さまで掘ったものがありませ
ん。従って、事故の原因究明のためにも、2本目のト
ンネル掘削、および2つのトンネルの壁を切り開いて
造られる横連絡坑の事前調査のためにも必要と思わ
れるデータがこの地域には皆無です。陥没・空洞ま
で起こした地域への安全配慮が全くなされていない
と思われますがいかがでしょうか？
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●陥没周辺一帯では低周波音の被害を
訴える方が51世帯ありました。

細粒分が少ない地層は、振動を伝え
やすいということですが、本当でしょ
うか？ 低周波音は陥没後の方がむし
ろ強いように感じます。
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地盤補修について
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●地盤補修とはどのようなことをするのでしょうか？
事業者からの提示されている工事は薬液注入工法、機械撹拌工法、高圧噴射撹
拌工法です。
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●地盤補修の範囲は事業者が決めている南行トンネルの直上のみで妥当なのでしょ
うか？
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トンネル坑内から薬液注入
（トンネル直上１０ｍ程度）

薬液注入の注入量確認（健全
部との比較）

トンネル直上の緩みの有無を
判断

地盤の緩み範囲を特定

●地盤補修範囲未定エリアについては、トンネル内から１０ｍのボーリング調査
をして、補修するかどうかを決めるというやり方は妥当でしょうか？ （トンネ
ル直上のボーリング調査にはリスクがあると聞いているので）
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●地盤改良でセメントの壁ができたら、地下
水をせき止め、せき止められた手前は隆起、
反対側は沈下が起きませんか？ （3月19
日の記者会見で小泉委員長がセメントで地
盤を強固にすると言っています。）
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●周辺環境に影響を与えない推奨す
べき地盤改良の方法がありますか？
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●陥没はここだけではなく全国に
多数あり、完全な修復方法のデー
タもある（小泉委員長発言）とい
うことですが、５０ｍ近い深さの
地盤改良の例がありますか？
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●2本のトンネルは6m程しか離れていません。南行
トンネルの地盤改良が終わらない内に、北行トン
ネルの掘進をしたら、この地域の地盤はどうなる
のでしょう？大深度法の技術指針では併設トンネ
ルの離隔は安全のためには１D（１６ｍ）をとる
こと、0.5Ｄ以下の場合は影響が出ることがある
ので、特別な検証が必要とされていますが、大丈
夫なのでしょうか？
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引用：第7回 東京外環トンネル施工等検討委員会 有識者委員会
（令和３年３月１９日）報告書の図に追記（P６とP８を除く）
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